
決　算　報　告　書

第１９期

自　令和　７年　４月　１日

至　令和　８年　３月３１日

広島県公立大学法人　

令和７年度



広島県公立大学法人

（単位：百万円）

区　　　　　　分 予　　算 決　　算
差　　　額

（決算－予算）
備　考

収　入

　　運営費交付金収入 4,204 4,140 △63 

　　学生納付金収入 1,771 1,797 26 

　　診療センター収入 14 9 △4 （注１）

　　寄宿舎収入 46 37 △8 （注２）

　　その他の自己収入 105 80 △24 （注３）

　　目的積立金取崩 86 63 △22 （注４）

　　外部資金収入 134 122 △11 

　　補助金収入 418 409 △8 

計 6,778 6,660 △117 

 支　出

　　一般管理費 809 626 △182 （注５）

　　人件費 4,219 4,153 △65 

　　教育研究経費 546 500 △45 

　　教育研究支援経費 526 537 11 

　　学生支援経費 71 61 △9 （注６）

　　診療経費 8 8 0 

　　寄宿舎経費 46 43 △2 

　　外部資金事業費（受託等分） 134 102 △31 （注７）

　　外部資金事業費（補助金分） 26 18 △7 （注８）

　　施設整備費 391                391                0 

計 6,778              6,443 △334 

収　入　－　支　出 0 216 216 

（注１）新型コロナ以降の受診控えや診療医師数の縮小等により予算額に比して決算額が減少しました。

（注２）当初見込に対する入居者の減により、予算額に比して決算額が減少しました。

（注３）当初見込に対する受入額の減により、予算額に比して決算額が減少しました。

（注４）予算段階で見込んだ経費が不要となったこと等により予算額に比して決算額が減少しました。

（注７）当初見込に対する受入額の減により、予算額に比して決算額が減少しました。

（注８）当初見込んだ経費が不要となったこと等により予算額に比し決算額が減少しました。

（注６）光熱水費が当初見込みより実績が下回ったこと、並びに学生寮の光熱水費等管理費用のうち、学生から
　　　徴収している額を収入と相殺したことにより予算額に比して決算額が減少しました。

令和７年度　決算報告書

※　特定運営費交付金（６３４百万円、高等修学支援制度対応経費、赴任旅費、退職手当等の特定経費に充当）

　　に係る収入及び支出は計上していません。

○　予算と決算の差異について

（注５）光熱水費の教育研究経費及び教育研究支援経費への振り替えにより、予算額に比して決算額が減少しま
　　　した。

　　　います。

○　損益計算書の計上金額と決算額の差異について

　（１）　決算報告書では、当該年度に取得した固定資産取得額を計上しています。また、減価償却費は計上して

　　　いません。

  （２）  損益計算書では授業料減免額を収益計上し、奨学費として費用計上していますが、決算報告書では計上

　　　していません。

　（３）　損益計算書の教育経費及び研究経費は、決算報告書では教育研究経費及び学生支援経費に計上して


